
■ jit.qt.movie 　～QuickTimeムービーファイルを制御する～　　　　         “ Jitterチュートリアル４：　ムービー再生のコントロール” 参照

●現在の再生位置を知る ●ムービー素材の長さを知る 

●再生開始位置 

再生開始

再生停止

※　prepend オブジェクト = 入力された情報に対して、 
　　　　　　　　　　　　　アーギュメントの文字を頭に付加して出力 
 
※　メッセージボックスに「set」の文字を頭につけた情報を入力すると、 
　　　　　　　　　　　　メッセージボックス内に表示される。 
 
　　　　　　　　　　　　例)  set  time 6266  をメッセージボックスに入力 
　　　　　　　　　　　　　　↓ 
　　　　　　　　　　　　　　time 6266　とメッセージボックスに表示される。 

●再生速度 ●音量 

bangで叩いた時に出力 

　time ○○○　 

320 240 = 解像度　 

loop 0 = ループ再生しない 
loop 1 = ループ再生 
loop 2 = 再生方向が順・逆の繰り返し　 

　duration ○○○　 

●現在の再生位置 
bangで叩いた時に出力 

bangで叩いた時に出力 

●ムービーの長さ 
bangで叩いた時に出力 

↑
routeオブジェクトで
「time」や「duration」の頭文字を
削除することも出来る。　　↓　　

( ※ この資料は 2008年の授業で使用したもの )
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